
⼤学は、⾃らの理念・⽬的に沿って、教育を実施
 いかなる資質を⾝に着けた⼈材を社会に送り出すか？（出⼝）
 いかなる教育によって求められる資質を養うか？（本体）
 いかなる素質のある者を教育するのか？（⼊⼝）

つまり、⼤学における教育は、
 ⼤学の理念・⽬的（特⾊・独⾃性）による⼈材養成
 学部（学科）・研究科（専攻）を設置（DP, CP, APを設定）
 その成果（学⼒の３要素を養えたか？）を測定
 成果の検証に基づいて、改善・改⾰を⽬指す

⼤学は、その理念・⽬的を実現・達成するために、
⾃らが実施する教育のあり⽅を、⾃ら担保する

‖
内部質保証
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東京医科⻭科⼤学における内部質保証への取組み
 学部(医・⻭)・研究科(医⻭学総合、保健衛⽣学)・教養部・附置研究所(⽣材研、難治研)・

附属病院（医・⻭）
 中期⽬標・中期計画（⼤学全体、６年間）と年次計画（⼤学・会議体・部局等）
 国⽴⼤学法⼈評価（年次評価、中間評価、期末評価）と教育認証評価
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部局等
（学部・研究科、教養部、附置研究所、附属病院）
統合教育機構、統合国際機構、研究・産学連携推進機構、
リサーチユニバーシティ推進機構、図書館情報メディア機構他

経営協議会
（内部６、外部７） 評価情報室

室⻑（副学⻑１）
室員（副理事４）

評価係（係⻑１、係員２）

⼤学全体
のPDCA

各会議体
のPDCA

各部局等
のPDCA

 中期⽬標・中期計画⽴案の補助・調整
 年次計画⽴案の補助・調整
 実績調査（上半期・通期）
 アクションプランの提⽰（次年度計画⽴案の補助）
 実績報告書の作成（法⼈評価への対応）
 法⼈評価ヒアリング資料の作成
 ⾃⼰点検・評価報告書の作成（毎年度、部局との

連携）

 教育認証評価関連報告書の作成（6年毎、部局と
の連携）

教育研究評議会
（学⻑、理事4、副学

⻑4、部局⻑8）

平成２８年度大学評価シンポジウム（2016.10.14）　木村彰方先生

2




